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主要機能仕様一覧
項目 内容 備考

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
仕
様

通信プロトコル EtherCAT (IEC 61158-3/4/5/6-12)
(CoE(CANopen Over EtherCAT)対応)

CoE以外のﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ機能は未対応です。

UDP EtherCAT communication未対応です。

伝送速度 100Mbps(100BASE-TX) AUTO MDIX対応 。

通信ポート数 2ポート メイン用 1ポート/冗長用 1ポート

通信媒体 CAT5e STP 

プロセス通信周期 62.5μs ～ 65,535μs ただし、ﾃﾞｰﾀ数、ｽﾚｰﾌﾞ数によります。

メールボックス

チャネル数

ｽﾚｰﾌﾞ数分 同一ｽﾚｰﾌﾞに対し、ﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ要求中に、別ﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ要求はで
きません。

最大スレーブ数 230ｽﾚｰﾌﾞ
(但し、ﾄｰﾀﾙﾌﾟﾛｾｽﾃﾞｰﾀ数 入出力各Max.3KByte) 

ﾃﾞｰﾀ数およびｽﾚｰﾌﾞの対応ｺﾏﾝﾄﾞにより、230ｽﾚｰﾌﾞ接続できない
場合があります。

機能 ・高精度時刻同期（Distributed Clock）機能

・冗長化機能

・再送機能

・パケット自動生成機能

・プロセス通信（定周期通信）機能

・メールボックス通信機能

・割込機能(ﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ受信・ｱﾗｰﾑ要因等)
・ウォッチドッグ機能

・ハードウェア非常停止機能

・データグラム切り替え機能

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 冗長化 DC機能

NECAT-HM × ×

NECAT-HM-Pro ○ ○

標準製品グレード
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特徴とメリット

高速通信周期

周期の安定性

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ拡張性

汎用性

ハードウェアアクセラレータによる
自動送信、受信処理

ＣＰＵソフトジッタの影響なし

EtherCATのCPUリソースは ほぼ 0
CPUパワーをアプリケーションで利用可能

ＩＰ形態につき、ユーザー様の製品に直接
的に組み込むことが可能

MASTER 
Core

MAC MAC

EtherCAT MASTER IP

ユーザアプリケーション

API

デバイス ドライバ

データ用
共有 RAM

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

C
P
U

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

F
P
G
A

制御ソフトウェア

デバイス ドライバ

サンプル ソース

APIと
バイナリのドライバ

サンプル プロジェクト

Wrapper HDLと
ブラックボックス IP

*TSE MACライセンスは
付属しません

ハードウェアアクセラレータ

製品提供
範囲
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SoC FPGAの活用

MASTER 
Core

MAC MAC

EtherCAT MASTER IP

ユーザアプリケーション

API

デバイス ドライバ

データ用
共有 RAM 通信データ バッファ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

C
P
U

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

F
P
G
A

MASTER 
Core

MAC MAC

EtherCAT MASTER IP

PHY PHY

デ
ー
タ
用
共
有

R
A

M

CPU

ARM Cortex

SoC FPGAを使用した場合

ユ
ー
ザ
ロ
ジ
ッ
ク・EtherCATパケット生成/解析

・プロセス通信 自動送信機能
・タイムアウト検出 再送機能
・冗長化自動切り替え機能

ハードウェアアクセラレータ

制御ソフトウェア

・初期化処理
・制御データの生成

・ハードウェア制御
・データ メモリ管理

デバイス ドライバ
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ハードマスタ ソフトウエア部（ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞ）

MASTER 
Core

MAC MAC

EtherCAT MASTER IP

・EtherCATパケット生成/解析
・プロセス通信 自動送信機能
・タイムアウト検出 再送機能
・冗長化自動切り替え機能

ハードウェアアクセラレータ

ユーザアプリケーション

API

デバイス ドライバ

データ用
共有 RAM

制御ソフトウェア

通信データ バッファ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

C
P
U

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

F
P
G
A

API仕様

・初期化処理
・制御データの生成

サンプル ソース

・ハードウェア制御
・データ メモリ管理

デバイス ドライバ
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ハードマスタ ハードウエア部

MASTER 
Core

MAC MAC

EtherCAT MASTER IP

ユーザアプリケーション

API

デバイス ドライバ

データ用
共有 RAM

制御ソフトウェア

通信データ バッファ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

C
P
U

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

F
P
G
A

・初期化処理
・制御データの生成

・ハードウェア制御
・データ メモリ管理

デバイス ドライバ

ブラックボックス IP

wrapper HDL

サンプル FPGA プロジェクト



FPGA 組み込み方法

ここをクリックし、"ecat_master_soc_av.qxp”を選択

マークがつく

①Wrapper 組み込み ②ﾌﾞﾗｯｸﾎﾞｯｸｽ登録 ③QSYSコンポーネント作成

④QSYS接続と設定 ⑤SDC編集 ⑥コンパイル



ソフトウェア環境構築方法

*.xml

ESIファイル EtherCAT
コンフィグレーションツール

(TwinCAT等)

①使用するESIファイルを
集める

②ネットワークを
構築する

*.xml

ENIファイル

③ENIファイルを
出力する

④変換ソフトを使って
ヘッダファイルを出力

⑤APIを使用してアプリケー
ションを開発しコンパイル

*.h

⑥FlashやSDカードに
書き込んで動作



Ｍａｓｔｅｒ 送信開始タイミング SLAVE SYNC0

ハードマスタ 性能確認（周期50μsテスト中）

            
          

     
  

    



ハードマスタ送信 ジッタ測定環境

            
          

     
  

    

★マスタドライバ CPU リソース 6% < 200%

100uS

●トリガ位置 ●ｼﾞｯﾀ測定位置

±0.08 uS

前周期の 開始をトリガに 今周期の 開始ポイントを測定
測定箇所 ： マスタ PHY の TXE

ハードマスタ 性能評価 （ジッタ 評価結果）
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SoC FPGA 標準製品

Cyclone V SoC FPGA

ARM CPU Core
A9 x2

DDR3

データ用共有RAM

高性能と汎用性の両立

MASTER 
Core

MAC MAC

EtherCAT MASTER IP

PHY PHY

PCB

CPU Block

リソース 使用数

RAM 約625kb

ALM 約14K

Intel Cyclone V SoC 1チップ構成
ARM Cortex-A9  x2 コア
CPUメモリを共有RAMとして使用
標準ドライバソフト 対応OS

Linux 4.1.18 + Xenomai 3.0.2 
uITRON

ジーク
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FPGA 標準製品

拡張、アドオンのオプション
（開発中）

FPGA

MASTER 
Core

MAC MAC

EtherCAT MASTER IP

PHY PHY

PCB

ユーザ既存
回路ブロック

MPU

SDR

共有メモリ

リソース 使用数

RAM 約625kb

LE 約38k

ターゲットFPGA  Low レンジ
Intel MAX10 シリーズ
ユーザ既存システムの拡張
汎用マイコンローカルバスI/F
標準ドライバソフト 対応OS

Linux 4.1.18 + Xenomai 3.0.2 
uITRON

オスカー



Thank you
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